
2026 年度（令和 8 年度）入試問題 出題方針 

科目名 国語 
 

1．出題方針 

・方針 

  〇高校時代までの国語科で学んだことや身に付けたことを総合的に判断できるような内容と
する。 

〇学習指導要領「読むこと」の中では、大学教育での「教科書が読める」という力を試す問題
とする。 

・出題範囲 

〇「現代の国語」「言語文化（古文・漢文除く）」「論理国語」 

2．出題形式（問題数、問題構成など） 

① 文学的な文章と論理的な文章各 1 題、現代の社会生活に必要とされる実用的な文章 1 題
から出題する。 

② 文学的な文章、論理的な文章各 40 点、実用的な文章 20 点の配点。 
③ 平均点は 60 点になるように難易度を設定する。 
④ 問題文の長さは、文学的な文章は 2500～3500 字、論理的な文章は 2000～2500字、実用

的な文章は 500 字を目安とする。 
⑤ 漢字は読み書き合わせて文学的な文章と論理的な文章で各 5 問。常用漢字から出題する。 
⑥ 内容理解の問は文学的な文章と論理的な文章で各 6～7 問。実用的な文章では 4～5 問。

小問を課す場合は全体の量を調整する。 
⑦ 文学的な文章と論理的な文章では各問題で 50 字以上の記述問題を少なくとも一問課す。 
⑧ ワード縦 43 字 38 行で作成。 
⑨ 非連続テキストを用いた問を作成できればなおよい。 

             
3．傾向と対策 

     ①日ごろから文章の内容に偏りなく、様々な分野の文章を読んでおく。 
   ②文章に書いてあることを正しく理解する習慣を身に付けておく。 
   ③文章に書いてあることを、自分の語彙で説明する力を養っておく。 
   ④送り仮名も含めて、常用漢字の読み方と書き方を理解しておく。  

 


